
環
境・衛
生

保
育
園
会
計
年
度
任
用
職
員（
保
育
士
）

募
集

業
務
内
容　
保
育
補
助
業
務

賃
金　
市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給

（
通
勤
手
当
は
距
離
に
応
じ
て
支
給
）

勤
務
地　
市
立
保
育
園

勤
務
時
間　
午
前
7
時
30
分
〜
午
後
7
時

（
う
ち
7
時
間
以
内
勤
務
、休
憩
1
時
間

有
）、週
5
日
以
内

応
募
資
格　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）、資
格

の
写
し
、後
日
依
頼
の
と
き
に
健
康
診

断
書

提
出
先　
子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

書
類
提
出
後
、面
接
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

問
合
先　
子
育
て
支
援
課

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

資
源
ご
み
収
集
と
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員

毎
月
一
回
実
施
し
て
い
る
資
源
ご
み
の

円
滑
な
収
集
は
、各
地
区
推
進
員
の
方
々

の
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。推
進
員
の
方
々
に
必
要
以
上
の
ご

負
担
を
掛
け
な
い
よ
う
、分
別
と
出
し
方

の
ル
ー
ル
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

駆
除
の
相
談
は
？

害
虫
・
害
獣（
害
鳥
）の
駆
除
に
お
悩
み

の
当
事
者
に
と
っ
て
、最
適
な
方
法
で
ご

解
決
で
き
る
よ
う
、各
種
別
ご
と
に
応
じ

た
、次
の
ご
案
内
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

①
害
虫・害
獣（
害
鳥
）

公
益
社
団
法
人　
愛
知
県
ペ
ス
ト
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
協
会（
業
者
の
お
取
り
次
ぎ

の
み
。駆
除
の
依
頼
は
受
付
不
可
）

受
付
時
間
は
月
〜
金
曜
日
の
午
前
10
時

か
ら
午
後
4
時
ま
で（
祝
日
を
除
く
）

☎
4
5
2・7
1
2
2

※

業
者
対
応
の
場
合
は
有
料
と
な
り
、駆

除
の
引
き
受
け
に
は
諸
条
件
が
あ
り
ま

す
。ご
依
頼
内
容
や
、業
者
に
よ
っ
て
は

お
引
き
受
け
条
件
が
変
わ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。直
接
依
頼
時
に
、詳
細
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

②
害
獣（
害
鳥
）の
み（
害
虫
は
受
付
不
可
）

環
境
衛
生
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

※

市
対
応
の
場
合
は
無
料
と
な
り
ま
す
が
、

駆
除
の
お
引
き
受
け
に
は
諸
条
件
が
あ

り
、ご
相
談
内
容
に
よ
り
、市
と
し
て
は

お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。相
談

時
に
、直
接
詳
細
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

発
火
の
危
険
性
が
あ
る
ご
み
に
つ
い
て

ご
み
収
集
車（
パ
ッ
カ
ー
車
）や
ご
み
処

理
工
場
の
火
災
事
故
は「
ス
プ
レ
ー
缶
、ガ

ス
缶
、ラ
イ
タ
ー
、乾
電
池（
充
電
式
電
池

含
む
）」の
不
燃
ご
み
へ
の
混
入
が
主
な
原

因
で
す
。火
災
事
故
発
生
時
は
、単
に
日
常

の
作
業
に
支
障
が
出
る
だ
け
で
は
な
く
、

市
全
体
の
ご
み
収
集
に
、多
大
な
影
響
も

お
よ
ぼ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

ス
プ
レ
ー
缶
、ガ
ス
缶
、ラ
イ
タ
ー
、乾

電
池（
充
電
式
電
池
含
む
）は
、不
燃
ご
み

で
は
絶
対
に
出
さ
ず
、資
源
ご
み
回
収
時

の
安
全
な
分
別
と
出
し
方
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

日
頃
か
ら
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
次
の

場
所
で
適
切
に
分
別
し
て
出
す
こ
と
で
、

火
災
事
故
発
生
の
未
然
防
止
に
つ
な
が
り

ま
す
。

①
資
源
ご
み
収
集
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
市
内

各
地
域
ご
と
）毎
月
1
回（
七
宝
地
区
：

第
2
水
曜
日
、美
和
地
区：第
3
水
曜
日
、

甚
目
寺
地
区：第
4
水
曜
日
）の
午
前
9

時
ま
で
。

②
あ
ま
市
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
甚
目
寺
庁
舎
駐
車
場
内
）毎
日
：
午
前

9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
。（
土・日
曜・

祝
日
含
む
。た
だ
し
、12
月
31
日
か
ら
翌

年
1
月
3
日
ま
で
は
除
く
）開
場
中
は
、

い
つ
で
も
受
入
れ
可
能
で
す
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
の
処
分
方
法

営
利
、非
営
利
の
目
的
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
般
家
庭
以
外
の
全
事
業
者
に
よ
る
事
業

活
動
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
ご
み
は
、家

庭
系
ご
み
収
集
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
に
は
、次
の
2

種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
産
業
廃
棄
物

関
係
法
令
規
定
の
20
種
類
が
あ
り
ま
す
。

●
販
売
店
舗
等
、取
扱
い
業
者
へ
処
分
を

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
県
の
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者

へ
処
分
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
事
業
系
一
般
廃
棄
物

産
業
廃
棄
物
以
外
の
紙
く
ず
、繊
維
く

ず
、木
く
ず
、生
ご
み（
い
ず
れ
も
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
な
い
ご
み
）

●
市
の
事
業
系
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許

可
業
者
へ
処
分
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

あ
わ
せ
て
ご
参
照
く
だ
さ
い

・
冊
子「
令
和
4
年
度
あ
ま
市
ご
み
の
分

別
と
出
し
方
の
ル
ー
ル
」11
ペ
ー
ジ‐

収

集
で
き
な
い
ご
み‐

・
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
事
業
系
の
ご

み
等
の
処
分
」

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/recycle/gom

i/10023
79.htm

l
※

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
ご
み

は
、廃
棄
物
再
生
事
業
者
へ

処
分
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

医
療
廃
棄
物
の
処
分
方
法

医
療
廃
棄
物
と
は
、医
療
関
係
機
関
等

が
事
業
活
動
や
在
宅
医
療
等
の
医
療
行
為

に
伴
っ
て
排
出
す
る
廃
棄
物（
ご
み
）を
指

し
ま
す
。

脱
脂
綿
、ガ
ー
ゼ
、包
帯
、ギ
ブ
ス
、紙
お

む
つ
、注
射
針
、注
射
筒
、輸
液
点
滴
セ
ッ

ト
、体
温
計
、試
験
管
等
の
検
査
器
具
、有

機
溶
剤
、血
液
、臓
器・組
織
等
の
う
ち
、人

へ
の
感
染
や
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
る
病
原

体
を
含
ん
だ
り
付
着
し
て
い
る
も
の
、も

し
く
は
そ
の
恐
れ
の
あ
る
も
の
は「
感
染

性
廃
棄
物
」と
い
い
、数
量
の
多
少
に
か
か

わ
ら
ず
、市
の
家
庭
系
ご
み
収
集
に
は
出

せ
ま
せ
ん
。感
染
性
廃
棄
物
に
は
、次
の
2

種
類
が
あ
り
ま
す
。

●
感
染
性
産
業
廃
棄
物

医
療
行
為
等
で
廃
棄
物
と
な
っ
た
血
液
、

注
射
針
、レ
ン
ト
ゲ
ン
定
着
液
等
の
う

ち
感
染
性
廃
棄
物
で
あ
る
特
別
管
理
産

業
廃
棄
物

●
感
染
性
一
般
廃
棄
物

医
療
行
為
等
で
廃
棄
物
と
な
っ
た
紙
く

ず
、包
帯
、脱
脂
綿
等
の
う
ち
感
染
性
廃

棄
物
で
あ
る
特
別
管
理
一
般
廃
棄
物

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

12
月
11
日
（日）
〜
20
日
（火）

運
動
の
趣
旨

こ
の
運
動
は
、県
民
一
人
ひ
と
り
が
防

犯
意
識
を
高
め
、県
民
総
ぐ
る
み
の
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
広
く
県
民
運
動
と

し
て
推
進
し
、犯
罪
を
起
こ
さ
な
い
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、安
全

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

重
点

・
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

・
侵
入
盗
の
防
止

・
自
動
車
盗
の
防
止

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

年
末
に
か
け
て
防
火
点
検
を

毎
年
、寒
さ
が
厳
し
い

時
期
に
な
る
と
、暖
房
器

具
等
を
使
う
機
会
が
増

え
、火
に
対
す
る
注
意
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

消
防
団
で
は
、12
月
28
日
（水）
か
ら
年
末

の
夜
間
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。ご
家

庭
で
も
火
を
使
っ
た
後
や
、お
出
か
け
前
、

お
休
み
前
に
は
も
う
一
度
火
の
元
を
確
か

め
、防
火
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

あ
ま
市
消
防
団
員
募
集
！

こ
の
街
を
火
災
や
災
害
か
ら
守
る
た
め

に
は
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

消
防
団
と
は
？

条
例
に
基
づ
い
て
市
が
設
置
し
て
い
る

消
防
機
関
で
す
。

消
防
団
員
は
ほ
か
に
職
業
や
学
業
を
持

ち
な
が
ら
、火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
や

地
震
、風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
に
お
け

る
救
助
活
動
、避
難
誘
導
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
、平
常
時
に
は
災
害
時
に
備
え

日
々
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、防
火

啓
発
、年
末
の
夜
間
特
別
警
戒
な
ど
地
域

の
安
全
安
心
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
待
遇

消
防
団
員
の
身
分
は
、非
常
勤
の
特
別

職
の
地
方
公
務
員
で
す
。災
害
時
の
出
動

手
当
、年
額
報
酬
等（
年
間
3
万
6
，0
0

0
円
〜
）が
支
給
さ
れ
、災
害
補
償
制
度
に

も
加
入
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、一
定
期
間

以
上
勤
務
し
、退
団
し
た
場
合
は
、退
職
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
条
件

市
内
在
住
も
し
く
は
在
勤
で
18
歳
以
上

の
う
ち
健
康
で
身
体
を
動
か
す
こ
と
に
支

障
が
な
い
方
。

申
込・問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て

令
和
3
年
の
海
部
東
部
消
防
組
合
の
救

急
出
動
件
数
は
5
，4
3
0
件
で
、救
急
搬

送
さ
れ
た
方
は
5
，0
2
2
人
で
す
。年
間

を
通
じ
て
24
人
に
1
人
が
救
急
搬
送
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。救
急
搬
送
さ

れ
た
方
の
う
ち
、入
院
加
療
を
要
し
な
い

と
診
断
さ
れ
た「
軽
症
」の
方
は
、約
42
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、軽
症
者
の
中
に

は「
救
急
車
の
不
適
切
利
用
」に
該
当
す
る

ケ
ー
ス
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。そ

の
た
め
、救
急
車
の
重
複
要
請
に
よ
り
、到

着
時
間
が
遅
れ
、本
当
に
救
急
車
が
必
要

な
人
に
す
ぐ
に
出
動
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
事
態
が
起
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
救
急
車
が
よ
ば
れ

ま
し
た
〜
本
当
に
必
要
か
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
〜

・
救
急
車
は
無
料
だ
か
ら

・
通
院
、入
院
予
定
日
だ
っ
た
か
ら

・
ど
こ
の
病
院
へ
行
け
ば
い
い
か
わ
か
ら

な
か
っ
た
か
ら

・
救
急
車
で
行
く
と
は
や
く
診
て
も
ら
え

る
か
ら

※

診
察
し
て
も
ら
え
る
病
院
が
わ
か
ら
な

い
等
、迷
っ
た
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
先　
海
部
東
部
消
防
組
合　

☎
4
4
2・0
1
1
9

FAX
4
4
2・3
1
8
0

避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て

市
で
は
、市
内
42
区
あ
る
各
区
に
お
い

て
自
主
防
災
会
を
組
織
し
、活
動
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。発
災
時
に
は
、職
員

が
避
難
所
に
た
ど
り
着
け
な
い
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
た
め
、自
主
防
災
会
を
中
心
に

避
難
所
の
運
営
を
行
っ
て
い
た
だ
く
場
合

も
あ
り
ま
す
。ま
た
、市
に
お
い
て
も
備
蓄

は
し
て
お
り
ま
す
が
、そ
れ
に
加
え
て
自

主
防
災
会
単
位
で
も
日
頃
か
ら
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
や
発
電
機
な
ど
の
資
機
材
及
び
非
常

食
や
水
な
ど
の
備
蓄
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。避
難
所
運
営
が
長
期
化
す
る
場

合
に
は
、自
主
防
災
会
が
避
難
所
運
営
の

中
心
と
な
る
こ
と
で
、市
行
政
は
支
援
物

資
の
分
配
等
の
後
方
支
援
や
復
興
支
援
に

回
る
こ
と
が
で
き
、よ
り
早
く
災
害
か
ら

の
復
旧
・
復
興
に
取
り
か
か
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。日
頃
か
ら
地
域
の
自
主
防
災
活

動
に
興
味
を
持
ち
、公
助
の
み
な
ら
ず
、自

助・共
助
を
心
が
け
、い
ざ
と
い
う
と
き
に

備
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
参
考
〉市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の「
あ
ま

市
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
活
用
の
手
引

き
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/safety/bousai/10022
42.htm
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問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
付
支
援

市
で
は
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
付
支

援
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象（
同
一
年
度
に
1
回
ま
で
）

①
高
齢
者（
65
歳
以
上
）の
属
す
る
世
帯

②
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
者
の
属
す
る
世
帯

③
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
母
親
の

み
の
世
帯

受
付
期
間

令
和
5
年
2
月
28
日
（火）
ま
で
に
所
定
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、安
全
安

心
課（
本
庁
舎
）、も
し
く
は
七
宝・甚
目
寺

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
土・日
曜・祝
日
と
年
末
年
始

を
除
く
）た
だ
し
、定
数
に
達
し
た
場
合
は

受
付
を
終
了
し
ま
す
。

事
業
の
内
容
等

①
家
具
転
倒
防
止
器
具（
金
具
）を
用
い
て

柱
、壁
等
に
固
定
す
る
。

②
家
具
固
定
は
、1
世
帯
に
つ
き
家
具
3

本
ま
で
と
す
る
。

③
対
象
は
木
製
家
具
、冷
蔵
庫
と
す
る
。ピ

ア
ノ
、仏
壇
等
は
不
可
。

④
取
付
作
業
は
委
託
業
者
が
行
う
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

あ
ま
市
防
災
情
報
メ
ー
ル
に
つ
い
て

市
で
は
、災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の

開
設
、避
難
指
示
等
の
情
報
を
携
帯
電
話

の
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス「
あ
ま
市
防
災
情
報

メ
ー
ル
」で
配
信
し
て
い
ま
す
。

確
実
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、1
人
で
も
多
く
ご
登
録
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

bousai.am
a-city@

raiden.ktaiw
ork.jp

①
携
帯
電
話
等
の
新
規
メ
ー

ル
に
宛
先
を
入
力
し
空

メ
ー
ル
を
送
信
す
る
。

件
名・本
文
は
必
要
な
い
の
で
、宛
先
の

み
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

②
返
信
さ
れ
た
メ
ー
ル
内
の
ア
ド
レ
ス
に

ア
ク
セ
ス
し
、登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

※

空
メ
ー
ル
が
送
信
で
き
な
い
場
合
は
本

文
に
何
か
1
文
字
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※

受
信
設
定
を
し
て
い
る
方
は
ド
メ
イ
ン

指
定
を
解
除
し
て
く
だ
さ
い
。

※

登
録
が
で
き
な
い
場
合
は
、安
全
安
心

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
1
日
（木）
〜
12
月
10
日
（土）

12
月
6
日
（火）　
午
後
4
時
〜
6
時

県
内
一
斉
大
監
視

運
動
重
点

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
事
故
防
止
と
飲
酒

運
転
等
の
悪
質・危
険
な
運
転
の
根
絶

・
自
転
車
の
安
全
確
保
と
交
通
ル
ー
ル
遵

守
の
徹
底

・
歩
行
者
の
安
全
の
確
保
と
運
転
者
の
安

全
運
転
意
識
の
向
上

12
月
は
飲
酒
運
転
根
絶
強
調
月
間
で
す
。

飲
酒
運
転
を
四（
し
）な
い
運
動

・
運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲
ま
な
い
。

・
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
。

・
運
転
す
る
人
に
酒
を
す
す
め
な
い
。

・
酒
を
飲
ん
だ
人
に
運
転
さ
せ
な
い
。

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
は
、自
動
車
で
仲

間
や
知
人
と
飲
食
店
な
ど
へ
行
く
場
合
、

お
酒
を
飲
ま
な
い
人
を
決
め
、そ
の
人
が

自
動
車
の
運
転
を
し
て
仲
間
な
ど
を
送
り

届
け
る
運
動
で
す
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

市政ニュース

募
　
集

■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
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■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
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あま市月別窃盗犯発生状況（暫定値）

手　口

計

侵入盗
（空き巣など）

令和4年
9月中
認知件数

前月比

乗物盗
（自動車盗など）

非侵入盗
（車上ねらいなど）

問合先　安全安心課
☎444・0862　FAX441・8330

防
　
犯

2件

8件

13件

23件

-5件

-5件

+5件

-5件

消
　
防

保
育
園
会
計
年
度
任
用
職
員（
保
育
士
）

募
集

業
務
内
容　
保
育
補
助
業
務

賃
金　
市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給

（
通
勤
手
当
は
距
離
に
応
じ
て
支
給
）

勤
務
地　
市
立
保
育
園

勤
務
時
間　
午
前
7
時
30
分
〜
午
後
7
時

（
う
ち
7
時
間
以
内
勤
務
、休
憩
1
時
間

有
）、週
5
日
以
内

応
募
資
格　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）、資
格

の
写
し
、後
日
依
頼
の
と
き
に
健
康
診

断
書

提
出
先　
子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

書
類
提
出
後
、面
接
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

問
合
先　
子
育
て
支
援
課

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

資
源
ご
み
収
集
と
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員

毎
月
一
回
実
施
し
て
い
る
資
源
ご
み
の

円
滑
な
収
集
は
、各
地
区
推
進
員
の
方
々

の
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。推
進
員
の
方
々
に
必
要
以
上
の
ご

負
担
を
掛
け
な
い
よ
う
、分
別
と
出
し
方

の
ル
ー
ル
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

駆
除
の
相
談
は
？

害
虫
・
害
獣（
害
鳥
）の
駆
除
に
お
悩
み

の
当
事
者
に
と
っ
て
、最
適
な
方
法
で
ご

解
決
で
き
る
よ
う
、各
種
別
ご
と
に
応
じ

た
、次
の
ご
案
内
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

①
害
虫・害
獣（
害
鳥
）

公
益
社
団
法
人　
愛
知
県
ペ
ス
ト
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
協
会（
業
者
の
お
取
り
次
ぎ

の
み
。駆
除
の
依
頼
は
受
付
不
可
）

受
付
時
間
は
月
〜
金
曜
日
の
午
前
10
時

か
ら
午
後
4
時
ま
で（
祝
日
を
除
く
）

☎
4
5
2・7
1
2
2

※

業
者
対
応
の
場
合
は
有
料
と
な
り
、駆

除
の
引
き
受
け
に
は
諸
条
件
が
あ
り
ま

す
。ご
依
頼
内
容
や
、業
者
に
よ
っ
て
は

お
引
き
受
け
条
件
が
変
わ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。直
接
依
頼
時
に
、詳
細
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

②
害
獣（
害
鳥
）の
み（
害
虫
は
受
付
不
可
）

環
境
衛
生
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

※

市
対
応
の
場
合
は
無
料
と
な
り
ま
す
が
、

駆
除
の
お
引
き
受
け
に
は
諸
条
件
が
あ

り
、ご
相
談
内
容
に
よ
り
、市
と
し
て
は

お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。相
談

時
に
、直
接
詳
細
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

発
火
の
危
険
性
が
あ
る
ご
み
に
つ
い
て

ご
み
収
集
車（
パ
ッ
カ
ー
車
）や
ご
み
処

理
工
場
の
火
災
事
故
は「
ス
プ
レ
ー
缶
、ガ

ス
缶
、ラ
イ
タ
ー
、乾
電
池（
充
電
式
電
池

含
む
）」の
不
燃
ご
み
へ
の
混
入
が
主
な
原

因
で
す
。火
災
事
故
発
生
時
は
、単
に
日
常

の
作
業
に
支
障
が
出
る
だ
け
で
は
な
く
、

市
全
体
の
ご
み
収
集
に
、多
大
な
影
響
も

お
よ
ぼ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

ス
プ
レ
ー
缶
、ガ
ス
缶
、ラ
イ
タ
ー
、乾

電
池（
充
電
式
電
池
含
む
）は
、不
燃
ご
み

で
は
絶
対
に
出
さ
ず
、資
源
ご
み
回
収
時

の
安
全
な
分
別
と
出
し
方
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

日
頃
か
ら
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
次
の

場
所
で
適
切
に
分
別
し
て
出
す
こ
と
で
、

火
災
事
故
発
生
の
未
然
防
止
に
つ
な
が
り

ま
す
。

①
資
源
ご
み
収
集
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
市
内

各
地
域
ご
と
）毎
月
1
回（
七
宝
地
区
：

第
2
水
曜
日
、美
和
地
区：第
3
水
曜
日
、

甚
目
寺
地
区：第
4
水
曜
日
）の
午
前
9

時
ま
で
。

②
あ
ま
市
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
甚
目
寺
庁
舎
駐
車
場
内
）毎
日
：
午
前

9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
。（
土・日
曜・

祝
日
含
む
。た
だ
し
、12
月
31
日
か
ら
翌

年
1
月
3
日
ま
で
は
除
く
）開
場
中
は
、

い
つ
で
も
受
入
れ
可
能
で
す
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
の
処
分
方
法

営
利
、非
営
利
の
目
的
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
般
家
庭
以
外
の
全
事
業
者
に
よ
る
事
業

活
動
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
ご
み
は
、家

庭
系
ご
み
収
集
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
に
は
、次
の
2

種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
産
業
廃
棄
物

関
係
法
令
規
定
の
20
種
類
が
あ
り
ま
す
。

●
販
売
店
舗
等
、取
扱
い
業
者
へ
処
分
を

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
県
の
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者

へ
処
分
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
事
業
系
一
般
廃
棄
物

産
業
廃
棄
物
以
外
の
紙
く
ず
、繊
維
く

ず
、木
く
ず
、生
ご
み（
い
ず
れ
も
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
な
い
ご
み
）

●
市
の
事
業
系
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許

可
業
者
へ
処
分
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

あ
わ
せ
て
ご
参
照
く
だ
さ
い

・
冊
子「
令
和
4
年
度
あ
ま
市
ご
み
の
分

別
と
出
し
方
の
ル
ー
ル
」11
ペ
ー
ジ‐

収

集
で
き
な
い
ご
み‐

・
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
事
業
系
の
ご

み
等
の
処
分
」

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/recycle/gom

i/10023
79.htm

l
※

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
ご
み

は
、廃
棄
物
再
生
事
業
者
へ

処
分
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

医
療
廃
棄
物
の
処
分
方
法

医
療
廃
棄
物
と
は
、医
療
関
係
機
関
等

が
事
業
活
動
や
在
宅
医
療
等
の
医
療
行
為

に
伴
っ
て
排
出
す
る
廃
棄
物（
ご
み
）を
指

し
ま
す
。

脱
脂
綿
、ガ
ー
ゼ
、包
帯
、ギ
ブ
ス
、紙
お

む
つ
、注
射
針
、注
射
筒
、輸
液
点
滴
セ
ッ

ト
、体
温
計
、試
験
管
等
の
検
査
器
具
、有

機
溶
剤
、血
液
、臓
器・組
織
等
の
う
ち
、人

へ
の
感
染
や
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
る
病
原

体
を
含
ん
だ
り
付
着
し
て
い
る
も
の
、も

し
く
は
そ
の
恐
れ
の
あ
る
も
の
は「
感
染

性
廃
棄
物
」と
い
い
、数
量
の
多
少
に
か
か

わ
ら
ず
、市
の
家
庭
系
ご
み
収
集
に
は
出

せ
ま
せ
ん
。感
染
性
廃
棄
物
に
は
、次
の
2

種
類
が
あ
り
ま
す
。

●
感
染
性
産
業
廃
棄
物

医
療
行
為
等
で
廃
棄
物
と
な
っ
た
血
液
、

注
射
針
、レ
ン
ト
ゲ
ン
定
着
液
等
の
う

ち
感
染
性
廃
棄
物
で
あ
る
特
別
管
理
産

業
廃
棄
物

●
感
染
性
一
般
廃
棄
物

医
療
行
為
等
で
廃
棄
物
と
な
っ
た
紙
く

ず
、包
帯
、脱
脂
綿
等
の
う
ち
感
染
性
廃

棄
物
で
あ
る
特
別
管
理
一
般
廃
棄
物

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

12
月
11
日
（日）
〜
20
日
（火）

運
動
の
趣
旨

こ
の
運
動
は
、県
民
一
人
ひ
と
り
が
防

犯
意
識
を
高
め
、県
民
総
ぐ
る
み
の
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
広
く
県
民
運
動
と

し
て
推
進
し
、犯
罪
を
起
こ
さ
な
い
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、安
全

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

重
点

・
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

・
侵
入
盗
の
防
止

・
自
動
車
盗
の
防
止

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

年
末
に
か
け
て
防
火
点
検
を

毎
年
、寒
さ
が
厳
し
い

時
期
に
な
る
と
、暖
房
器

具
等
を
使
う
機
会
が
増

え
、火
に
対
す
る
注
意
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

消
防
団
で
は
、12
月
28
日
（水）
か
ら
年
末

の
夜
間
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。ご
家

庭
で
も
火
を
使
っ
た
後
や
、お
出
か
け
前
、

お
休
み
前
に
は
も
う
一
度
火
の
元
を
確
か

め
、防
火
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

あ
ま
市
消
防
団
員
募
集
！

こ
の
街
を
火
災
や
災
害
か
ら
守
る
た
め

に
は
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

消
防
団
と
は
？

条
例
に
基
づ
い
て
市
が
設
置
し
て
い
る

消
防
機
関
で
す
。

消
防
団
員
は
ほ
か
に
職
業
や
学
業
を
持

ち
な
が
ら
、火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
や

地
震
、風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
に
お
け

る
救
助
活
動
、避
難
誘
導
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
、平
常
時
に
は
災
害
時
に
備
え

日
々
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、防
火

啓
発
、年
末
の
夜
間
特
別
警
戒
な
ど
地
域

の
安
全
安
心
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
待
遇

消
防
団
員
の
身
分
は
、非
常
勤
の
特
別

職
の
地
方
公
務
員
で
す
。災
害
時
の
出
動

手
当
、年
額
報
酬
等（
年
間
3
万
6
，0
0

0
円
〜
）が
支
給
さ
れ
、災
害
補
償
制
度
に

も
加
入
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、一
定
期
間

以
上
勤
務
し
、退
団
し
た
場
合
は
、退
職
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
条
件

市
内
在
住
も
し
く
は
在
勤
で
18
歳
以
上

の
う
ち
健
康
で
身
体
を
動
か
す
こ
と
に
支

障
が
な
い
方
。

申
込・問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て

令
和
3
年
の
海
部
東
部
消
防
組
合
の
救

急
出
動
件
数
は
5
，4
3
0
件
で
、救
急
搬

送
さ
れ
た
方
は
5
，0
2
2
人
で
す
。年
間

を
通
じ
て
24
人
に
1
人
が
救
急
搬
送
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。救
急
搬
送
さ

れ
た
方
の
う
ち
、入
院
加
療
を
要
し
な
い

と
診
断
さ
れ
た「
軽
症
」の
方
は
、約
42
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、軽
症
者
の
中
に

は「
救
急
車
の
不
適
切
利
用
」に
該
当
す
る

ケ
ー
ス
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。そ

の
た
め
、救
急
車
の
重
複
要
請
に
よ
り
、到

着
時
間
が
遅
れ
、本
当
に
救
急
車
が
必
要

な
人
に
す
ぐ
に
出
動
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
事
態
が
起
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
救
急
車
が
よ
ば
れ

ま
し
た
〜
本
当
に
必
要
か
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
〜

・
救
急
車
は
無
料
だ
か
ら

・
通
院
、入
院
予
定
日
だ
っ
た
か
ら

・
ど
こ
の
病
院
へ
行
け
ば
い
い
か
わ
か
ら

な
か
っ
た
か
ら

・
救
急
車
で
行
く
と
は
や
く
診
て
も
ら
え

る
か
ら

※

診
察
し
て
も
ら
え
る
病
院
が
わ
か
ら
な

い
等
、迷
っ
た
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
先　
海
部
東
部
消
防
組
合　

☎
4
4
2・0
1
1
9

FAX
4
4
2・3
1
8
0

避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て

市
で
は
、市
内
42
区
あ
る
各
区
に
お
い

て
自
主
防
災
会
を
組
織
し
、活
動
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。発
災
時
に
は
、職
員

が
避
難
所
に
た
ど
り
着
け
な
い
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
た
め
、自
主
防
災
会
を
中
心
に

避
難
所
の
運
営
を
行
っ
て
い
た
だ
く
場
合

も
あ
り
ま
す
。ま
た
、市
に
お
い
て
も
備
蓄

は
し
て
お
り
ま
す
が
、そ
れ
に
加
え
て
自

主
防
災
会
単
位
で
も
日
頃
か
ら
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
や
発
電
機
な
ど
の
資
機
材
及
び
非
常

食
や
水
な
ど
の
備
蓄
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。避
難
所
運
営
が
長
期
化
す
る
場

合
に
は
、自
主
防
災
会
が
避
難
所
運
営
の

中
心
と
な
る
こ
と
で
、市
行
政
は
支
援
物

資
の
分
配
等
の
後
方
支
援
や
復
興
支
援
に

回
る
こ
と
が
で
き
、よ
り
早
く
災
害
か
ら

の
復
旧
・
復
興
に
取
り
か
か
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。日
頃
か
ら
地
域
の
自
主
防
災
活

動
に
興
味
を
持
ち
、公
助
の
み
な
ら
ず
、自

助・共
助
を
心
が
け
、い
ざ
と
い
う
と
き
に

備
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
参
考
〉市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の「
あ
ま

市
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
活
用
の
手
引

き
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/safety/bousai/10022
42.htm
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問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
付
支
援

市
で
は
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
付
支

援
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象（
同
一
年
度
に
1
回
ま
で
）

①
高
齢
者（
65
歳
以
上
）の
属
す
る
世
帯

②
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
者
の
属
す
る
世
帯

③
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
母
親
の

み
の
世
帯

受
付
期
間

令
和
5
年
2
月
28
日
（火）
ま
で
に
所
定
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、安
全
安

心
課（
本
庁
舎
）、も
し
く
は
七
宝・甚
目
寺

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
土・日
曜・祝
日
と
年
末
年
始

を
除
く
）た
だ
し
、定
数
に
達
し
た
場
合
は

受
付
を
終
了
し
ま
す
。

事
業
の
内
容
等

①
家
具
転
倒
防
止
器
具（
金
具
）を
用
い
て

柱
、壁
等
に
固
定
す
る
。

②
家
具
固
定
は
、1
世
帯
に
つ
き
家
具
3

本
ま
で
と
す
る
。

③
対
象
は
木
製
家
具
、冷
蔵
庫
と
す
る
。ピ

ア
ノ
、仏
壇
等
は
不
可
。

④
取
付
作
業
は
委
託
業
者
が
行
う
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

あ
ま
市
防
災
情
報
メ
ー
ル
に
つ
い
て

市
で
は
、災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の

開
設
、避
難
指
示
等
の
情
報
を
携
帯
電
話

の
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス「
あ
ま
市
防
災
情
報

メ
ー
ル
」で
配
信
し
て
い
ま
す
。

確
実
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、1
人
で
も
多
く
ご
登
録
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

bousai.am
a-city@

raiden.ktaiw
ork.jp

①
携
帯
電
話
等
の
新
規
メ
ー

ル
に
宛
先
を
入
力
し
空

メ
ー
ル
を
送
信
す
る
。

件
名・本
文
は
必
要
な
い
の
で
、宛
先
の

み
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

②
返
信
さ
れ
た
メ
ー
ル
内
の
ア
ド
レ
ス
に

ア
ク
セ
ス
し
、登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

※

空
メ
ー
ル
が
送
信
で
き
な
い
場
合
は
本

文
に
何
か
1
文
字
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※

受
信
設
定
を
し
て
い
る
方
は
ド
メ
イ
ン

指
定
を
解
除
し
て
く
だ
さ
い
。

※

登
録
が
で
き
な
い
場
合
は
、安
全
安
心

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
1
日
（木）
〜
12
月
10
日
（土）

12
月
6
日
（火）　
午
後
4
時
〜
6
時

県
内
一
斉
大
監
視

運
動
重
点

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
事
故
防
止
と
飲
酒

運
転
等
の
悪
質・危
険
な
運
転
の
根
絶

・
自
転
車
の
安
全
確
保
と
交
通
ル
ー
ル
遵

守
の
徹
底

・
歩
行
者
の
安
全
の
確
保
と
運
転
者
の
安

全
運
転
意
識
の
向
上

12
月
は
飲
酒
運
転
根
絶
強
調
月
間
で
す
。

飲
酒
運
転
を
四（
し
）な
い
運
動

・
運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲
ま
な
い
。

・
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
。

・
運
転
す
る
人
に
酒
を
す
す
め
な
い
。

・
酒
を
飲
ん
だ
人
に
運
転
さ
せ
な
い
。

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
は
、自
動
車
で
仲

間
や
知
人
と
飲
食
店
な
ど
へ
行
く
場
合
、

お
酒
を
飲
ま
な
い
人
を
決
め
、そ
の
人
が

自
動
車
の
運
転
を
し
て
仲
間
な
ど
を
送
り

届
け
る
運
動
で
す
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

市政ニュース
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防
　
災

保
育
園
会
計
年
度
任
用
職
員（
保
育
士
）

募
集

業
務
内
容　
保
育
補
助
業
務

賃
金　
市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給

（
通
勤
手
当
は
距
離
に
応
じ
て
支
給
）

勤
務
地　
市
立
保
育
園

勤
務
時
間　
午
前
7
時
30
分
〜
午
後
7
時

（
う
ち
7
時
間
以
内
勤
務
、休
憩
1
時
間

有
）、週
5
日
以
内

応
募
資
格　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）、資
格

の
写
し
、後
日
依
頼
の
と
き
に
健
康
診

断
書

提
出
先　
子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

書
類
提
出
後
、面
接
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

問
合
先　
子
育
て
支
援
課

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

資
源
ご
み
収
集
と
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員

毎
月
一
回
実
施
し
て
い
る
資
源
ご
み
の

円
滑
な
収
集
は
、各
地
区
推
進
員
の
方
々

の
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。推
進
員
の
方
々
に
必
要
以
上
の
ご

負
担
を
掛
け
な
い
よ
う
、分
別
と
出
し
方

の
ル
ー
ル
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

駆
除
の
相
談
は
？

害
虫
・
害
獣（
害
鳥
）の
駆
除
に
お
悩
み

の
当
事
者
に
と
っ
て
、最
適
な
方
法
で
ご

解
決
で
き
る
よ
う
、各
種
別
ご
と
に
応
じ

た
、次
の
ご
案
内
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

①
害
虫・害
獣（
害
鳥
）

公
益
社
団
法
人　
愛
知
県
ペ
ス
ト
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
協
会（
業
者
の
お
取
り
次
ぎ

の
み
。駆
除
の
依
頼
は
受
付
不
可
）

受
付
時
間
は
月
〜
金
曜
日
の
午
前
10
時

か
ら
午
後
4
時
ま
で（
祝
日
を
除
く
）

☎
4
5
2・7
1
2
2

※

業
者
対
応
の
場
合
は
有
料
と
な
り
、駆

除
の
引
き
受
け
に
は
諸
条
件
が
あ
り
ま

す
。ご
依
頼
内
容
や
、業
者
に
よ
っ
て
は

お
引
き
受
け
条
件
が
変
わ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。直
接
依
頼
時
に
、詳
細
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

②
害
獣（
害
鳥
）の
み（
害
虫
は
受
付
不
可
）

環
境
衛
生
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

※

市
対
応
の
場
合
は
無
料
と
な
り
ま
す
が
、

駆
除
の
お
引
き
受
け
に
は
諸
条
件
が
あ

り
、ご
相
談
内
容
に
よ
り
、市
と
し
て
は

お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。相
談

時
に
、直
接
詳
細
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

発
火
の
危
険
性
が
あ
る
ご
み
に
つ
い
て

ご
み
収
集
車（
パ
ッ
カ
ー
車
）や
ご
み
処

理
工
場
の
火
災
事
故
は「
ス
プ
レ
ー
缶
、ガ

ス
缶
、ラ
イ
タ
ー
、乾
電
池（
充
電
式
電
池

含
む
）」の
不
燃
ご
み
へ
の
混
入
が
主
な
原

因
で
す
。火
災
事
故
発
生
時
は
、単
に
日
常

の
作
業
に
支
障
が
出
る
だ
け
で
は
な
く
、

市
全
体
の
ご
み
収
集
に
、多
大
な
影
響
も

お
よ
ぼ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

ス
プ
レ
ー
缶
、ガ
ス
缶
、ラ
イ
タ
ー
、乾

電
池（
充
電
式
電
池
含
む
）は
、不
燃
ご
み

で
は
絶
対
に
出
さ
ず
、資
源
ご
み
回
収
時

の
安
全
な
分
別
と
出
し
方
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

日
頃
か
ら
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
次
の

場
所
で
適
切
に
分
別
し
て
出
す
こ
と
で
、

火
災
事
故
発
生
の
未
然
防
止
に
つ
な
が
り

ま
す
。

①
資
源
ご
み
収
集
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
市
内

各
地
域
ご
と
）毎
月
1
回（
七
宝
地
区
：

第
2
水
曜
日
、美
和
地
区：第
3
水
曜
日
、

甚
目
寺
地
区：第
4
水
曜
日
）の
午
前
9

時
ま
で
。

②
あ
ま
市
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
甚
目
寺
庁
舎
駐
車
場
内
）毎
日
：
午
前

9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
。（
土・日
曜・

祝
日
含
む
。た
だ
し
、12
月
31
日
か
ら
翌

年
1
月
3
日
ま
で
は
除
く
）開
場
中
は
、

い
つ
で
も
受
入
れ
可
能
で
す
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
の
処
分
方
法

営
利
、非
営
利
の
目
的
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
般
家
庭
以
外
の
全
事
業
者
に
よ
る
事
業

活
動
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
ご
み
は
、家

庭
系
ご
み
収
集
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
に
は
、次
の
2

種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
産
業
廃
棄
物

関
係
法
令
規
定
の
20
種
類
が
あ
り
ま
す
。

●
販
売
店
舗
等
、取
扱
い
業
者
へ
処
分
を

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
県
の
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者

へ
処
分
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
事
業
系
一
般
廃
棄
物

産
業
廃
棄
物
以
外
の
紙
く
ず
、繊
維
く

ず
、木
く
ず
、生
ご
み（
い
ず
れ
も
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
な
い
ご
み
）

●
市
の
事
業
系
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許

可
業
者
へ
処
分
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

あ
わ
せ
て
ご
参
照
く
だ
さ
い

・
冊
子「
令
和
4
年
度
あ
ま
市
ご
み
の
分

別
と
出
し
方
の
ル
ー
ル
」11
ペ
ー
ジ‐

収

集
で
き
な
い
ご
み‐

・
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
事
業
系
の
ご

み
等
の
処
分
」

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/recycle/gom

i/10023
79.htm

l
※

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
ご
み

は
、廃
棄
物
再
生
事
業
者
へ

処
分
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

医
療
廃
棄
物
の
処
分
方
法

医
療
廃
棄
物
と
は
、医
療
関
係
機
関
等

が
事
業
活
動
や
在
宅
医
療
等
の
医
療
行
為

に
伴
っ
て
排
出
す
る
廃
棄
物（
ご
み
）を
指

し
ま
す
。

脱
脂
綿
、ガ
ー
ゼ
、包
帯
、ギ
ブ
ス
、紙
お

む
つ
、注
射
針
、注
射
筒
、輸
液
点
滴
セ
ッ

ト
、体
温
計
、試
験
管
等
の
検
査
器
具
、有

機
溶
剤
、血
液
、臓
器・組
織
等
の
う
ち
、人

へ
の
感
染
や
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
る
病
原

体
を
含
ん
だ
り
付
着
し
て
い
る
も
の
、も

し
く
は
そ
の
恐
れ
の
あ
る
も
の
は「
感
染

性
廃
棄
物
」と
い
い
、数
量
の
多
少
に
か
か

わ
ら
ず
、市
の
家
庭
系
ご
み
収
集
に
は
出

せ
ま
せ
ん
。感
染
性
廃
棄
物
に
は
、次
の
2

種
類
が
あ
り
ま
す
。

●
感
染
性
産
業
廃
棄
物

医
療
行
為
等
で
廃
棄
物
と
な
っ
た
血
液
、

注
射
針
、レ
ン
ト
ゲ
ン
定
着
液
等
の
う

ち
感
染
性
廃
棄
物
で
あ
る
特
別
管
理
産

業
廃
棄
物

●
感
染
性
一
般
廃
棄
物

医
療
行
為
等
で
廃
棄
物
と
な
っ
た
紙
く

ず
、包
帯
、脱
脂
綿
等
の
う
ち
感
染
性
廃

棄
物
で
あ
る
特
別
管
理
一
般
廃
棄
物

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

12
月
11
日
（日）
〜
20
日
（火）

運
動
の
趣
旨

こ
の
運
動
は
、県
民
一
人
ひ
と
り
が
防

犯
意
識
を
高
め
、県
民
総
ぐ
る
み
の
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
広
く
県
民
運
動
と

し
て
推
進
し
、犯
罪
を
起
こ
さ
な
い
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、安
全

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

重
点

・
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

・
侵
入
盗
の
防
止

・
自
動
車
盗
の
防
止

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

年
末
に
か
け
て
防
火
点
検
を

毎
年
、寒
さ
が
厳
し
い

時
期
に
な
る
と
、暖
房
器

具
等
を
使
う
機
会
が
増

え
、火
に
対
す
る
注
意
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

消
防
団
で
は
、12
月
28
日
（水）
か
ら
年
末

の
夜
間
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。ご
家

庭
で
も
火
を
使
っ
た
後
や
、お
出
か
け
前
、

お
休
み
前
に
は
も
う
一
度
火
の
元
を
確
か

め
、防
火
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

あ
ま
市
消
防
団
員
募
集
！

こ
の
街
を
火
災
や
災
害
か
ら
守
る
た
め

に
は
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

消
防
団
と
は
？

条
例
に
基
づ
い
て
市
が
設
置
し
て
い
る

消
防
機
関
で
す
。

消
防
団
員
は
ほ
か
に
職
業
や
学
業
を
持

ち
な
が
ら
、火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
や

地
震
、風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
に
お
け

る
救
助
活
動
、避
難
誘
導
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
、平
常
時
に
は
災
害
時
に
備
え

日
々
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、防
火

啓
発
、年
末
の
夜
間
特
別
警
戒
な
ど
地
域

の
安
全
安
心
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
待
遇

消
防
団
員
の
身
分
は
、非
常
勤
の
特
別

職
の
地
方
公
務
員
で
す
。災
害
時
の
出
動

手
当
、年
額
報
酬
等（
年
間
3
万
6
，0
0

0
円
〜
）が
支
給
さ
れ
、災
害
補
償
制
度
に

も
加
入
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、一
定
期
間

以
上
勤
務
し
、退
団
し
た
場
合
は
、退
職
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
条
件

市
内
在
住
も
し
く
は
在
勤
で
18
歳
以
上

の
う
ち
健
康
で
身
体
を
動
か
す
こ
と
に
支

障
が
な
い
方
。

申
込・問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て

令
和
3
年
の
海
部
東
部
消
防
組
合
の
救

急
出
動
件
数
は
5
，4
3
0
件
で
、救
急
搬

送
さ
れ
た
方
は
5
，0
2
2
人
で
す
。年
間

を
通
じ
て
24
人
に
1
人
が
救
急
搬
送
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。救
急
搬
送
さ

れ
た
方
の
う
ち
、入
院
加
療
を
要
し
な
い

と
診
断
さ
れ
た「
軽
症
」の
方
は
、約
42
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、軽
症
者
の
中
に

は「
救
急
車
の
不
適
切
利
用
」に
該
当
す
る

ケ
ー
ス
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。そ

の
た
め
、救
急
車
の
重
複
要
請
に
よ
り
、到

着
時
間
が
遅
れ
、本
当
に
救
急
車
が
必
要

な
人
に
す
ぐ
に
出
動
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
事
態
が
起
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
救
急
車
が
よ
ば
れ

ま
し
た
〜
本
当
に
必
要
か
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
〜

・
救
急
車
は
無
料
だ
か
ら

・
通
院
、入
院
予
定
日
だ
っ
た
か
ら

・
ど
こ
の
病
院
へ
行
け
ば
い
い
か
わ
か
ら

な
か
っ
た
か
ら

・
救
急
車
で
行
く
と
は
や
く
診
て
も
ら
え

る
か
ら

※

診
察
し
て
も
ら
え
る
病
院
が
わ
か
ら
な

い
等
、迷
っ
た
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
先　
海
部
東
部
消
防
組
合　

☎
4
4
2・0
1
1
9

FAX
4
4
2・3
1
8
0

避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て

市
で
は
、市
内
42
区
あ
る
各
区
に
お
い

て
自
主
防
災
会
を
組
織
し
、活
動
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。発
災
時
に
は
、職
員

が
避
難
所
に
た
ど
り
着
け
な
い
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
た
め
、自
主
防
災
会
を
中
心
に

避
難
所
の
運
営
を
行
っ
て
い
た
だ
く
場
合

も
あ
り
ま
す
。ま
た
、市
に
お
い
て
も
備
蓄

は
し
て
お
り
ま
す
が
、そ
れ
に
加
え
て
自

主
防
災
会
単
位
で
も
日
頃
か
ら
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
や
発
電
機
な
ど
の
資
機
材
及
び
非
常

食
や
水
な
ど
の
備
蓄
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。避
難
所
運
営
が
長
期
化
す
る
場

合
に
は
、自
主
防
災
会
が
避
難
所
運
営
の

中
心
と
な
る
こ
と
で
、市
行
政
は
支
援
物

資
の
分
配
等
の
後
方
支
援
や
復
興
支
援
に

回
る
こ
と
が
で
き
、よ
り
早
く
災
害
か
ら

の
復
旧
・
復
興
に
取
り
か
か
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。日
頃
か
ら
地
域
の
自
主
防
災
活

動
に
興
味
を
持
ち
、公
助
の
み
な
ら
ず
、自

助・共
助
を
心
が
け
、い
ざ
と
い
う
と
き
に

備
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
参
考
〉市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の「
あ
ま

市
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
活
用
の
手
引

き
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/safety/bousai/10022
42.htm
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問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
付
支
援

市
で
は
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
付
支

援
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象（
同
一
年
度
に
1
回
ま
で
）

①
高
齢
者（
65
歳
以
上
）の
属
す
る
世
帯

②
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
者
の
属
す
る
世
帯

③
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
母
親
の

み
の
世
帯

受
付
期
間

令
和
5
年
2
月
28
日
（火）
ま
で
に
所
定
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、安
全
安

心
課（
本
庁
舎
）、も
し
く
は
七
宝・甚
目
寺

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
土・日
曜・祝
日
と
年
末
年
始

を
除
く
）た
だ
し
、定
数
に
達
し
た
場
合
は

受
付
を
終
了
し
ま
す
。

事
業
の
内
容
等

①
家
具
転
倒
防
止
器
具（
金
具
）を
用
い
て

柱
、壁
等
に
固
定
す
る
。

②
家
具
固
定
は
、1
世
帯
に
つ
き
家
具
3

本
ま
で
と
す
る
。

③
対
象
は
木
製
家
具
、冷
蔵
庫
と
す
る
。ピ

ア
ノ
、仏
壇
等
は
不
可
。

④
取
付
作
業
は
委
託
業
者
が
行
う
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

あ
ま
市
防
災
情
報
メ
ー
ル
に
つ
い
て

市
で
は
、災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の

開
設
、避
難
指
示
等
の
情
報
を
携
帯
電
話

の
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス「
あ
ま
市
防
災
情
報

メ
ー
ル
」で
配
信
し
て
い
ま
す
。

確
実
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、1
人
で
も
多
く
ご
登
録
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

bousai.am
a-city@

raiden.ktaiw
ork.jp

①
携
帯
電
話
等
の
新
規
メ
ー

ル
に
宛
先
を
入
力
し
空

メ
ー
ル
を
送
信
す
る
。

件
名・本
文
は
必
要
な
い
の
で
、宛
先
の

み
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

②
返
信
さ
れ
た
メ
ー
ル
内
の
ア
ド
レ
ス
に

ア
ク
セ
ス
し
、登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

※

空
メ
ー
ル
が
送
信
で
き
な
い
場
合
は
本

文
に
何
か
1
文
字
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※

受
信
設
定
を
し
て
い
る
方
は
ド
メ
イ
ン

指
定
を
解
除
し
て
く
だ
さ
い
。

※

登
録
が
で
き
な
い
場
合
は
、安
全
安
心

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
1
日
（木）
〜
12
月
10
日
（土）

12
月
6
日
（火）　
午
後
4
時
〜
6
時

県
内
一
斉
大
監
視

運
動
重
点

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
事
故
防
止
と
飲
酒

運
転
等
の
悪
質・危
険
な
運
転
の
根
絶

・
自
転
車
の
安
全
確
保
と
交
通
ル
ー
ル
遵

守
の
徹
底

・
歩
行
者
の
安
全
の
確
保
と
運
転
者
の
安

全
運
転
意
識
の
向
上

12
月
は
飲
酒
運
転
根
絶
強
調
月
間
で
す
。

飲
酒
運
転
を
四（
し
）な
い
運
動

・
運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲
ま
な
い
。

・
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
。

・
運
転
す
る
人
に
酒
を
す
す
め
な
い
。

・
酒
を
飲
ん
だ
人
に
運
転
さ
せ
な
い
。

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
は
、自
動
車
で
仲

間
や
知
人
と
飲
食
店
な
ど
へ
行
く
場
合
、

お
酒
を
飲
ま
な
い
人
を
決
め
、そ
の
人
が

自
動
車
の
運
転
を
し
て
仲
間
な
ど
を
送
り

届
け
る
運
動
で
す
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

市政ニュース

Web

14令和4年12月号
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名
称　
辻
畑
交
差
点
付
近

場
所　
新
居
屋
郷

朝
、自
転
車
で
の
出
勤
時
。広
い
歩
道

を
通
っ
て
い
た
ら
、駐
車
場
か
ら
軽
ト

ラ
ッ
ク
が
猛
ス
ピ
ー
ド
で
飛
び
出
し
て

き
た
。左
右
確
認
も
な
く
歩
道
を
横
切

っ
て
、本
線
へ
。次
の
瞬
間
、急
停
止
し

た
。自
転
車
と
軽
ト
ラ
の
距
離
は
1
メ

ー
ト
ル
。も
う
少
し
で
交
通
事
故
に
な

る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。近
く
に
病
院
も
で

き
、交
通
量
が
多
く
な
っ
た
の
で
、駐
車

場
な
ど
か
ら
出
て
く
る
自
動
車
に
気
を

付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ま
た
、車
は

歩
道
を
横
切
る
手
前
で
一
旦
停
止
を
必

ず
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト・あ
！
マ
ッ
プ
か
ら
抜
粋
）

辻畑交差点付近

（
危
険
と
感
じ
る
場
所
や
体
験
等
の
情

報
を
募
集
し
て
い
ま
す
）

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

令和4年中交通事故死亡者数

令和4年9月末現在
問合先　安全安心課
☎444・0862　FAX441・8330

地　　域

愛知県

津島警察署管内

あま市

死者数

94人

1人

0人

交
通
安
全

保
育
園
会
計
年
度
任
用
職
員（
保
育
士
）

募
集

業
務
内
容　
保
育
補
助
業
務

賃
金　
市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給

（
通
勤
手
当
は
距
離
に
応
じ
て
支
給
）

勤
務
地　
市
立
保
育
園

勤
務
時
間　
午
前
7
時
30
分
〜
午
後
7
時

（
う
ち
7
時
間
以
内
勤
務
、休
憩
1
時
間

有
）、週
5
日
以
内

応
募
資
格　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）、資
格

の
写
し
、後
日
依
頼
の
と
き
に
健
康
診

断
書

提
出
先　
子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

書
類
提
出
後
、面
接
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

問
合
先　
子
育
て
支
援
課

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

資
源
ご
み
収
集
と
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員

毎
月
一
回
実
施
し
て
い
る
資
源
ご
み
の

円
滑
な
収
集
は
、各
地
区
推
進
員
の
方
々

の
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。推
進
員
の
方
々
に
必
要
以
上
の
ご

負
担
を
掛
け
な
い
よ
う
、分
別
と
出
し
方

の
ル
ー
ル
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

駆
除
の
相
談
は
？

害
虫
・
害
獣（
害
鳥
）の
駆
除
に
お
悩
み

の
当
事
者
に
と
っ
て
、最
適
な
方
法
で
ご

解
決
で
き
る
よ
う
、各
種
別
ご
と
に
応
じ

た
、次
の
ご
案
内
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

①
害
虫・害
獣（
害
鳥
）

公
益
社
団
法
人　
愛
知
県
ペ
ス
ト
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
協
会（
業
者
の
お
取
り
次
ぎ

の
み
。駆
除
の
依
頼
は
受
付
不
可
）

受
付
時
間
は
月
〜
金
曜
日
の
午
前
10
時

か
ら
午
後
4
時
ま
で（
祝
日
を
除
く
）

☎
4
5
2・7
1
2
2

※

業
者
対
応
の
場
合
は
有
料
と
な
り
、駆

除
の
引
き
受
け
に
は
諸
条
件
が
あ
り
ま

す
。ご
依
頼
内
容
や
、業
者
に
よ
っ
て
は

お
引
き
受
け
条
件
が
変
わ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。直
接
依
頼
時
に
、詳
細
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

②
害
獣（
害
鳥
）の
み（
害
虫
は
受
付
不
可
）

環
境
衛
生
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

※

市
対
応
の
場
合
は
無
料
と
な
り
ま
す
が
、

駆
除
の
お
引
き
受
け
に
は
諸
条
件
が
あ

り
、ご
相
談
内
容
に
よ
り
、市
と
し
て
は

お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。相
談

時
に
、直
接
詳
細
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

発
火
の
危
険
性
が
あ
る
ご
み
に
つ
い
て

ご
み
収
集
車（
パ
ッ
カ
ー
車
）や
ご
み
処

理
工
場
の
火
災
事
故
は「
ス
プ
レ
ー
缶
、ガ

ス
缶
、ラ
イ
タ
ー
、乾
電
池（
充
電
式
電
池

含
む
）」の
不
燃
ご
み
へ
の
混
入
が
主
な
原

因
で
す
。火
災
事
故
発
生
時
は
、単
に
日
常

の
作
業
に
支
障
が
出
る
だ
け
で
は
な
く
、

市
全
体
の
ご
み
収
集
に
、多
大
な
影
響
も

お
よ
ぼ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

ス
プ
レ
ー
缶
、ガ
ス
缶
、ラ
イ
タ
ー
、乾

電
池（
充
電
式
電
池
含
む
）は
、不
燃
ご
み

で
は
絶
対
に
出
さ
ず
、資
源
ご
み
回
収
時

の
安
全
な
分
別
と
出
し
方
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

日
頃
か
ら
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
次
の

場
所
で
適
切
に
分
別
し
て
出
す
こ
と
で
、

火
災
事
故
発
生
の
未
然
防
止
に
つ
な
が
り

ま
す
。

①
資
源
ご
み
収
集
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
市
内

各
地
域
ご
と
）毎
月
1
回（
七
宝
地
区
：

第
2
水
曜
日
、美
和
地
区：第
3
水
曜
日
、

甚
目
寺
地
区：第
4
水
曜
日
）の
午
前
9

時
ま
で
。

②
あ
ま
市
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
甚
目
寺
庁
舎
駐
車
場
内
）毎
日
：
午
前

9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
。（
土・日
曜・

祝
日
含
む
。た
だ
し
、12
月
31
日
か
ら
翌

年
1
月
3
日
ま
で
は
除
く
）開
場
中
は
、

い
つ
で
も
受
入
れ
可
能
で
す
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
の
処
分
方
法

営
利
、非
営
利
の
目
的
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
般
家
庭
以
外
の
全
事
業
者
に
よ
る
事
業

活
動
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
ご
み
は
、家

庭
系
ご
み
収
集
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
に
は
、次
の
2

種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
産
業
廃
棄
物

関
係
法
令
規
定
の
20
種
類
が
あ
り
ま
す
。

●
販
売
店
舗
等
、取
扱
い
業
者
へ
処
分
を

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
県
の
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者

へ
処
分
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
事
業
系
一
般
廃
棄
物

産
業
廃
棄
物
以
外
の
紙
く
ず
、繊
維
く

ず
、木
く
ず
、生
ご
み（
い
ず
れ
も
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
な
い
ご
み
）

●
市
の
事
業
系
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許

可
業
者
へ
処
分
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

あ
わ
せ
て
ご
参
照
く
だ
さ
い

・
冊
子「
令
和
4
年
度
あ
ま
市
ご
み
の
分

別
と
出
し
方
の
ル
ー
ル
」11
ペ
ー
ジ‐

収

集
で
き
な
い
ご
み‐

・
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
事
業
系
の
ご

み
等
の
処
分
」

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/recycle/gom

i/10023
79.htm

l
※

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
ご
み

は
、廃
棄
物
再
生
事
業
者
へ

処
分
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

医
療
廃
棄
物
の
処
分
方
法

医
療
廃
棄
物
と
は
、医
療
関
係
機
関
等

が
事
業
活
動
や
在
宅
医
療
等
の
医
療
行
為

に
伴
っ
て
排
出
す
る
廃
棄
物（
ご
み
）を
指

し
ま
す
。

脱
脂
綿
、ガ
ー
ゼ
、包
帯
、ギ
ブ
ス
、紙
お

む
つ
、注
射
針
、注
射
筒
、輸
液
点
滴
セ
ッ

ト
、体
温
計
、試
験
管
等
の
検
査
器
具
、有

機
溶
剤
、血
液
、臓
器・組
織
等
の
う
ち
、人

へ
の
感
染
や
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
る
病
原

体
を
含
ん
だ
り
付
着
し
て
い
る
も
の
、も

し
く
は
そ
の
恐
れ
の
あ
る
も
の
は「
感
染

性
廃
棄
物
」と
い
い
、数
量
の
多
少
に
か
か

わ
ら
ず
、市
の
家
庭
系
ご
み
収
集
に
は
出

せ
ま
せ
ん
。感
染
性
廃
棄
物
に
は
、次
の
2

種
類
が
あ
り
ま
す
。

●
感
染
性
産
業
廃
棄
物

医
療
行
為
等
で
廃
棄
物
と
な
っ
た
血
液
、

注
射
針
、レ
ン
ト
ゲ
ン
定
着
液
等
の
う

ち
感
染
性
廃
棄
物
で
あ
る
特
別
管
理
産

業
廃
棄
物

●
感
染
性
一
般
廃
棄
物

医
療
行
為
等
で
廃
棄
物
と
な
っ
た
紙
く

ず
、包
帯
、脱
脂
綿
等
の
う
ち
感
染
性
廃

棄
物
で
あ
る
特
別
管
理
一
般
廃
棄
物

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

12
月
11
日
（日）
〜
20
日
（火）

運
動
の
趣
旨

こ
の
運
動
は
、県
民
一
人
ひ
と
り
が
防

犯
意
識
を
高
め
、県
民
総
ぐ
る
み
の
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
広
く
県
民
運
動
と

し
て
推
進
し
、犯
罪
を
起
こ
さ
な
い
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、安
全

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

重
点

・
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

・
侵
入
盗
の
防
止

・
自
動
車
盗
の
防
止

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

年
末
に
か
け
て
防
火
点
検
を

毎
年
、寒
さ
が
厳
し
い

時
期
に
な
る
と
、暖
房
器

具
等
を
使
う
機
会
が
増

え
、火
に
対
す
る
注
意
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

消
防
団
で
は
、12
月
28
日
（水）
か
ら
年
末

の
夜
間
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。ご
家

庭
で
も
火
を
使
っ
た
後
や
、お
出
か
け
前
、

お
休
み
前
に
は
も
う
一
度
火
の
元
を
確
か

め
、防
火
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

あ
ま
市
消
防
団
員
募
集
！

こ
の
街
を
火
災
や
災
害
か
ら
守
る
た
め

に
は
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

消
防
団
と
は
？

条
例
に
基
づ
い
て
市
が
設
置
し
て
い
る

消
防
機
関
で
す
。

消
防
団
員
は
ほ
か
に
職
業
や
学
業
を
持

ち
な
が
ら
、火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
や

地
震
、風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
に
お
け

る
救
助
活
動
、避
難
誘
導
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
、平
常
時
に
は
災
害
時
に
備
え

日
々
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、防
火

啓
発
、年
末
の
夜
間
特
別
警
戒
な
ど
地
域

の
安
全
安
心
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
待
遇

消
防
団
員
の
身
分
は
、非
常
勤
の
特
別

職
の
地
方
公
務
員
で
す
。災
害
時
の
出
動

手
当
、年
額
報
酬
等（
年
間
3
万
6
，0
0

0
円
〜
）が
支
給
さ
れ
、災
害
補
償
制
度
に

も
加
入
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、一
定
期
間

以
上
勤
務
し
、退
団
し
た
場
合
は
、退
職
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
条
件

市
内
在
住
も
し
く
は
在
勤
で
18
歳
以
上

の
う
ち
健
康
で
身
体
を
動
か
す
こ
と
に
支

障
が
な
い
方
。

申
込・問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て

令
和
3
年
の
海
部
東
部
消
防
組
合
の
救

急
出
動
件
数
は
5
，4
3
0
件
で
、救
急
搬

送
さ
れ
た
方
は
5
，0
2
2
人
で
す
。年
間

を
通
じ
て
24
人
に
1
人
が
救
急
搬
送
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。救
急
搬
送
さ

れ
た
方
の
う
ち
、入
院
加
療
を
要
し
な
い

と
診
断
さ
れ
た「
軽
症
」の
方
は
、約
42
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、軽
症
者
の
中
に

は「
救
急
車
の
不
適
切
利
用
」に
該
当
す
る

ケ
ー
ス
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。そ

の
た
め
、救
急
車
の
重
複
要
請
に
よ
り
、到

着
時
間
が
遅
れ
、本
当
に
救
急
車
が
必
要

な
人
に
す
ぐ
に
出
動
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
事
態
が
起
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
救
急
車
が
よ
ば
れ

ま
し
た
〜
本
当
に
必
要
か
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
〜

・
救
急
車
は
無
料
だ
か
ら

・
通
院
、入
院
予
定
日
だ
っ
た
か
ら

・
ど
こ
の
病
院
へ
行
け
ば
い
い
か
わ
か
ら

な
か
っ
た
か
ら

・
救
急
車
で
行
く
と
は
や
く
診
て
も
ら
え

る
か
ら

※

診
察
し
て
も
ら
え
る
病
院
が
わ
か
ら
な

い
等
、迷
っ
た
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
先　
海
部
東
部
消
防
組
合　

☎
4
4
2・0
1
1
9

FAX
4
4
2・3
1
8
0

避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て

市
で
は
、市
内
42
区
あ
る
各
区
に
お
い

て
自
主
防
災
会
を
組
織
し
、活
動
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。発
災
時
に
は
、職
員

が
避
難
所
に
た
ど
り
着
け
な
い
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
た
め
、自
主
防
災
会
を
中
心
に

避
難
所
の
運
営
を
行
っ
て
い
た
だ
く
場
合

も
あ
り
ま
す
。ま
た
、市
に
お
い
て
も
備
蓄

は
し
て
お
り
ま
す
が
、そ
れ
に
加
え
て
自

主
防
災
会
単
位
で
も
日
頃
か
ら
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
や
発
電
機
な
ど
の
資
機
材
及
び
非
常

食
や
水
な
ど
の
備
蓄
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。避
難
所
運
営
が
長
期
化
す
る
場

合
に
は
、自
主
防
災
会
が
避
難
所
運
営
の

中
心
と
な
る
こ
と
で
、市
行
政
は
支
援
物

資
の
分
配
等
の
後
方
支
援
や
復
興
支
援
に

回
る
こ
と
が
で
き
、よ
り
早
く
災
害
か
ら

の
復
旧
・
復
興
に
取
り
か
か
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。日
頃
か
ら
地
域
の
自
主
防
災
活

動
に
興
味
を
持
ち
、公
助
の
み
な
ら
ず
、自

助・共
助
を
心
が
け
、い
ざ
と
い
う
と
き
に

備
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
参
考
〉市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の「
あ
ま

市
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
活
用
の
手
引

き
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/safety/bousai/10022
42.htm
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家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
付
支
援

市
で
は
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
付
支

援
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象（
同
一
年
度
に
1
回
ま
で
）

①
高
齢
者（
65
歳
以
上
）の
属
す
る
世
帯

②
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
者
の
属
す
る
世
帯

③
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
母
親
の

み
の
世
帯

受
付
期
間

令
和
5
年
2
月
28
日
（火）
ま
で
に
所
定
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、安
全
安

心
課（
本
庁
舎
）、も
し
く
は
七
宝・甚
目
寺

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
土・日
曜・祝
日
と
年
末
年
始

を
除
く
）た
だ
し
、定
数
に
達
し
た
場
合
は

受
付
を
終
了
し
ま
す
。

事
業
の
内
容
等

①
家
具
転
倒
防
止
器
具（
金
具
）を
用
い
て

柱
、壁
等
に
固
定
す
る
。

②
家
具
固
定
は
、1
世
帯
に
つ
き
家
具
3

本
ま
で
と
す
る
。

③
対
象
は
木
製
家
具
、冷
蔵
庫
と
す
る
。ピ

ア
ノ
、仏
壇
等
は
不
可
。

④
取
付
作
業
は
委
託
業
者
が
行
う
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

あ
ま
市
防
災
情
報
メ
ー
ル
に
つ
い
て

市
で
は
、災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の

開
設
、避
難
指
示
等
の
情
報
を
携
帯
電
話

の
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス「
あ
ま
市
防
災
情
報

メ
ー
ル
」で
配
信
し
て
い
ま
す
。

確
実
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、1
人
で
も
多
く
ご
登
録
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

bousai.am
a-city@

raiden.ktaiw
ork.jp

①
携
帯
電
話
等
の
新
規
メ
ー

ル
に
宛
先
を
入
力
し
空

メ
ー
ル
を
送
信
す
る
。

件
名・本
文
は
必
要
な
い
の
で
、宛
先
の

み
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

②
返
信
さ
れ
た
メ
ー
ル
内
の
ア
ド
レ
ス
に

ア
ク
セ
ス
し
、登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

※

空
メ
ー
ル
が
送
信
で
き
な
い
場
合
は
本

文
に
何
か
1
文
字
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※

受
信
設
定
を
し
て
い
る
方
は
ド
メ
イ
ン

指
定
を
解
除
し
て
く
だ
さ
い
。

※

登
録
が
で
き
な
い
場
合
は
、安
全
安
心

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
1
日
（木）
〜
12
月
10
日
（土）

12
月
6
日
（火）　
午
後
4
時
〜
6
時

県
内
一
斉
大
監
視

運
動
重
点

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
事
故
防
止
と
飲
酒

運
転
等
の
悪
質・危
険
な
運
転
の
根
絶

・
自
転
車
の
安
全
確
保
と
交
通
ル
ー
ル
遵

守
の
徹
底

・
歩
行
者
の
安
全
の
確
保
と
運
転
者
の
安

全
運
転
意
識
の
向
上

12
月
は
飲
酒
運
転
根
絶
強
調
月
間
で
す
。

飲
酒
運
転
を
四（
し
）な
い
運
動

・
運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲
ま
な
い
。

・
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
。

・
運
転
す
る
人
に
酒
を
す
す
め
な
い
。

・
酒
を
飲
ん
だ
人
に
運
転
さ
せ
な
い
。

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
は
、自
動
車
で
仲

間
や
知
人
と
飲
食
店
な
ど
へ
行
く
場
合
、

お
酒
を
飲
ま
な
い
人
を
決
め
、そ
の
人
が

自
動
車
の
運
転
を
し
て
仲
間
な
ど
を
送
り

届
け
る
運
動
で
す
。
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市政ニュース

15 令和4年12月号


